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資料1 ：調査団員・氏名 

(1) 第 1 次現地調査 

役職         氏名     所属 
総括 今井 健 JICA 社会基盤・平和構築部 
  運輸交通・情報通信グループ  
  第一チーム 企画役 

 
計画管理 山上 啓介 JICA 調達部 
  契約第三課兼第一課 

 
業務主任／港湾計画１ 岩間 賢一 （株）オリエンタルコンサルタンツグローバル 

 
副業務主任／港湾計画２／調達・施工計画／積算 
 室井 高明 （株）オリエンタルコンサルタンツグローバル 

 
港湾施設設計１ 松浦 榮一 （株）Ｉｄｅｓ 

 
港湾施設設計２ 小林  誠 （株）オリエンタルコンサルタンツグローバル 

 
建築計画・設計 掘米 康男 （株）オリエンタルコンサルタンツグローバル 
  （堀米設計） 

 
自然条件調査 野崎 裕志 （株）オリエンタルコンサルタンツグローバル 
  （個人コンサルタント） 
 白取 進吾 （株）オリエンタルコンサルタンツグローバル 

 
環境社会配慮 佐藤  剛 （株）Ｉｄｅｓ 
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(2) 住民説明会（公聴会）への追加派遣 

役職         氏名     所属 
副業務主任／港湾計画２／調達・施工計画／積算 
 室井 高明 （株）オリエンタルコンサルタンツグローバル 
 
環境社会配慮 佐藤  剛 （株）Ｉｄｅｓ 

 
 
 
 

(3) 第 2 次現地調査 

役職         氏名     所属 
総括・計画管理 松山 哲 JICA 資金協力業務部 
  実施監理第一課 
  企画役 
 
技術参与 櫻井 進士 JICA  
  国際協力専門員 
 
業務主任／港湾計画１ 岩間 賢一 （株）オリエンタルコンサルタンツグローバル 
 
副業務主任／港湾計画２／調達・施工計画／積算 
 室井 高明 （株）オリエンタルコンサルタンツグローバル 
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資料2 ：調査工程 

 (1) 第１次現地調査（2014 年 8 月 22 日～10 月 4 日） 

 

 

総 括 計画管理 業務主任/港湾計画１
副業務主任／港湾計画２／調

達・施工計画／積算
環境社会配慮 港湾施設設計 1 港湾施設設計 2 建築計画・設計

今井　健 山上　啓介 岩間　賢一 室井　高明 佐藤　剛 松浦　榮一 小林　誠 堀米　康男 野崎　裕志 白取　進吾

1 8/22 金

2 8/23 土

3 8/24 日

4 8/25 月
【7】環境社会配慮調査／

【8】サイト状況調査

5 8/26 火 MOI, TPA協議【9】無償資金説明【8】サイト状況調査 【7】自然条件調査再委託先選定 同上

6 8/27 水 MOI, TPA、ミニッツ協議【6】サイト状況調査 同上 同上

7 8/28 木 同上

8 8/29 金 MOI, TPA ミニッツ署名、ＪＩＣＡ、大使館報告 同上 移動（NZ090　成田18:30発）

9 8/30 土 同上

移動（NZ090 オークランド着 
8:15、NZ270 

オークランド発09:35 
→ヌクアロファ着 13:25)

10 8/31 日 団内会議

11 9/1 月
【7】環境社会配慮調査／

【8】サイト状況調査
【6】サイト状況調査

12 9/2 火 同上
【5】他ドナー調査【6】サイト状況

調査【7】自然条件調査
同上 同上

13 9/3 水 同上 同上 同上 同上

14 9/4 木 同上 同上 同上 同上

15 9/5 金 同上 同上 同上 移動（NZ090　成田18:30発） 同上 移動（NZ090　成田18:30発）

16 9/6 土

移動（NZ090 オークランド着 
8:15、NZ270 

オークランド発09:35 
→ヌクアロファ着 13:25)

同上

移動（NZ090 オークランド着 
8:15、NZ270 

オークランド発09:35 
→ヌクアロファ着 13:25)

17 9/7 日

18 9/8 月 【6】サイト状況調査
【6】サイト状況調査
【7】自然条件調査

【7】環境社会配慮調査／
【8】サイト状況調査

【6】サイト状況調査 【6】サイト状況調査
【6】自然状況調査
【8】サイト状況調査

移動（NZ090　成田18:30発）

19 9/9 火 同上
【10】調達調査

【7】自然条件調査
同上 同上 同上 同上

移動（NZ090 オークランド着 
8:15、NZ974 

オークランド発18:20→ヌクアロフ
ァ着 22:10)

20 9/10 水 同上 同上 同上 同上 同上 同上
【6】自然状況調査／
【8】サイト状況調査

21 9/11 木 同上 同上 同上 同上 同上 同上 同上

22 9/12 金 【9】基本方針の検討 【9】基本方針【11】施工調査 同上 同上

23 9/13 土 同上 同上 同上 同上

24 9/14 日

25 9/15 月 【9】基本方針の検討 【9】基本方針【11】施工調査
【7】環境社会配慮調査／

【8】サイト状況調査
【6】自然状況調査／
【8】サイト状況調査

26 9/16 火 同上 同上 同上 同上

27 9/17 水 同上 同上 同上 同上

28 9/18 木 同上 同上 同上 移動（NZ090　成田18:30発）

29 9/19 金 同上 同上 同上
移動（NZ090 オークランド着 

8:15、NZ974 

30 9/20 土

31 9/21 日

32 9/22 月 【9】基本方針【12】運営維持管理 【9】基本方針【11】施工調査
【7】環境社会配慮調査／

【8】サイト状況調査
【9】基本方針【12】運営維持管理 【9】基本方針、概略設計 【9】基本方針、報告書作成

【6】自然状況調査／
【8】サイト状況調査、報告書

33 9/23 火 同上 同上 同上 同上 同上 同上 同上

34 9/24 水 同上 同上 同上 同上 同上 同上 同上

35 9/25 木 同上 同上 同上 同上 同上 同上 同上

36 9/26 金 同上 同上
移動（NZ0977 

23：10ヌクアロファ発→オークラン
ド着01:15)

同上 同上

37 9/27 土
移動（NZ099 オークランド発 

08:30→成田着 16:50 )
資料整理、報告書作成 資料整理、報告書作成

38 9/28 日

39 9/29 月 同上 【9】基本方針、報告書作成 【9】基本方針、報告書作成 【6】自然状況調査、報告書

40 9/30 火 同上 同上 同上
移動（NZ0977 

22：10ヌクアロファ発→オークラン
ド着01:15)

41 10/1 水 同上 同上
移動（NZ099 オークランド発 

09:15→成田着 16:50 )

42 10/2 木 同上 同上

43 10/3 金
移動（NZ0977 

22：10ヌクアロファ発→オークラン
ド着01:15)

移動（NZ0977 
22：10ヌクアロファ発→オークラン

ド着01:15)

44 10/4 土
移動（NZ099 オークランド発 

09:30→成田着 16:50 )
移動（NZ099 オークランド発 

09:30→成田着 16:50 )

自然状況調査

資料整理

団内会議

同上/ 調査結果報告（対MOI, PAT）

ミニッツ、報告書取纏め／各担当業務

日数 月日 曜

【5】他ドナー調査【6】サイト状況調査

【9】基本方針の検討

同上

大使館、JICA,【3】インセプション説明【4】プロジェクトの背景・目的、内容の確認

MOI, TPA、ミニッツ協議

団内会議

移動（NZ090 成田18:30 発）

資料整理

団内会議

【9】基本方針の検討

移動　ヌクアロファ発 資料整理

団内会議

同上

同上

同上

団内会議/【6】サイト状況調査

移動（NZ090 オークランド着 08:15、NZ270 オークランド発09:35 →ヌクアロファ着 13:25)、【6】サイト状況調査

TPA、ＪＩＣＡ、大使館報告、
移動（NZ0973 12：05ヌクアロファ発→オークランド着15:10)

移動（NZ099 オークランド発 09:15 →成田着 16:50 )

TPA協議／報告書取纏／各担当業務

資料整理、報告書作成

団内会議

同上

団内会議
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(2) 住民説明会（公聴会）への追加派遣（2014 年 11 月 2 日～11 月 11 日） 

 

 

 

(3) 第 2 次現地調査（2015 年 2 月 9 日～2 月 19 日） 

 

 

副業務主任／港湾計画２
／調達・施工計画／積算

環境社会配慮

室井　高明 佐藤　剛

1 11/2 日

2 11/3 月

3 11/4 火

4 11/5 水

5 11/6 木

6 11/7 金

7 11/8 土

8 11/9 日

9 11/10 月

10 11/11 火

日数 月日 曜

移動（NZ090 成田発18:30→オークランド着09:20)

移動（NZ970 オークランド発10:15→ヌクアロファ着13:10）

資料整理

移動（NZ973 ヌクアロファ着14:25→オークランド着09:20）

移動（NZ099 オークランド発 09:45 →成田着 16:55)

MOI協議、JICA打合せ、PAT協議

PAT、MOI、MOE協議

公聴会準備・開催

水産局協議、PAT協議

現場視察、団内協議

総括・計画管理 技術参与 業務主任/港湾計画１
副業務主任／港湾計画２
／調達・施工計画／積算

松山　哲 櫻井　進士 岩間　賢一 室井　高明

1 2/9 月

2 2/10 火

3 2/11 水

4 2/12 木

5 2/13 金

6 2/14 土

7 2/15 日

8 2/16 月

9 2/17 火

10 2/18 水

11 2/19 木

移動（NZ167ヌクアロファ着19:45) JICA、PAT協議

移動（SQ11成田発 20:50)

日数 月日 曜

移動（KE706 成田発 09:10)

移動（VA167ヌクアロファ着13:45）

移動（KE130 オークランド発 09:55 →成田着 20:45)

ＪＩＣＡ、MOI協議、PAT協議、現場視察

ＪＩＣＡ、M/D署名

FISA訪問、オトワンガオファ号および現地視察

資料整理、団内打ち合わせ

JICA、日本大使館報告、移動（ヌクアロファ発）

移動（成田着）

JICA、日本大使館説明

FISA協議、JICA、MOI挨拶

MOE協議、PAT協議、JICA、移動（NZ977ヌクアロファ発
20:25→オークランド着23:20）
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資料3 ：相手国関係者リスト 

 主要相手国関係者リストを下に示す。 
 

社会基盤省（Ministry of Infrastructure: MOI） 

Lord Tu'i Vakano Prime Minister 

Mr. Ringo K Fa'oliu Chief Executive Officer 

Ms. Kelera Tonga Director of Marine & Ports Division 

Mr. Tevita Lavemai 
Acting Director for Land Transport 
Division 

 
財務計画省（Ministry of Finance and National Planning: MOFNP） 

Dr. 'Aisalce Eke Minister 

Mr. Tatafu Moeaki Chief Exective Officer 
 

 トンガ港湾公社（Port Authority Tonga: PAT）  

Mr. Mossese Lavemai General Manager 

Mr. Iketau Kaufusi 
Infrastructure & Technical 
Manager 

Mrs. Mele Havea Lavemaau Human Resources Manager 

Capt. Hakaumotu Fakapelea Port Master 

Capt. Potesio Tu'angalu Assistant Pilot 
 
公共事業省 (Ministry of Public Enterprise: MOPE) 

Hon. Fe'ao Vakata Minister 

Mr. Siaosi Sovaleni Chief Exective Officer 
 
環境・情報省（Ministry of Environment and Communication: MEC） 

Hon. Samiu Vaipulu Minister 

Ms. Paula Mau Chief Exective Officer 

Mr. Sione Tukia Lepa Chief Environment Officer 
 
国家空間計画局（National Planning Authority Office：NPA） 

Lord Ma'afu 
Minister of National Planning 
Authority 

Mr. Tukua Tonga Chief Operating Officer 
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国内貨客輸送船舶運航公社 (Friendly Island Shipping Agency Limited: FISA) 

Mr. Viliami Vakautapola VI General Manager 

Capt. Koli Loa'amanu Capten of M.V.Otuanga'ofa 
 

国内貨客輸送船舶運航会社（民間船社）（UATA Shipping Company） 

Mr. Etuate Uata General Manager 
 
 
在トンガ日本国大使館 
葉室和親       特命全権大使 
 
 
JICA トンガ支所 
木川 浩史    支所長 
石黒  要      企画調査員 
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資料4 ：討議議事録（M/D） 

 次頁に討議議事録（写）を添付する。 
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資料5 ：基本計画に関する協議経緯（Weekly Meeting 資料） 

 本現地第一次調査の中盤より MOI 及び PAT と調査団で、Weekly Meeting を行った。その議

事メモ（全 3 回開催分）を次に示す。
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第 1 回目 Weekly meeting 議事要旨 

 

日時：9 月 12 日 12：00～13：00 

場所：PAT 事務所 

参加者： 

PAT: Mr. Mosese Lavemai, Mr. Iketau Kaufusi 

MOI: Ms. Kelela 

JICA Tonga: Mr. Ishiguro, Mr. Feleti 

JICA Study Team: Mr. Iwama, Mr. Horigome, Mr. Matsura, Mr. Kobyashi, Mr. Sato 

 

1．港およびターミナルのレイアウトなどについてのコメント 
 貨物用のスロープを可動式（浮式）にしてはとの提案あり。 
 新しい港の対象船舶は、Otuangaofa と Pulupagi のみではなく、他の国内船舶も利用するこ

とを考えている。 
 ターミナルビルは、Otuangaofa と Pulupagi の乗客のみではなく、他の船舶の乗客も利用す

ることを考えている。 

 

2．その他 
 埋立をすると、その土地は公共用地（MOI の管轄用地？）になる。 
 道路脇の露店商は、無許可で営業している。 
 オーストラリア大使には、Master Plan の説明はしている。騒音などの影響も想定されるの

で、MOI が早い段階で、大使に接触することを調査団が提案。 
 MOI は Pulupagi に、安全対策など改善命令を出しており、3 ヵ月に一回、改善状況を確認

している。現在は改善されることを前提に運航許可をだしている。 
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第 2 回目 Weekly meeting 議事要旨 

 

日時：9 月 19 日 14：00～15：00 

場所：MOI Mr.Ringo’s Office 事務所 

参加者： 

PAT: Mr. Iketau Kaufusi 

MOI: Mr. Ringo Fa’oliu, Mr. Esau Tupou 

JICA Tonga: Mr. Ishiguro, Mr. Feleti 

JICA Study Team: Mr. Muori, Mr. Horigome, Mr. Matsura, Mr. Kobyashi, Mr. Sato 

 

会議の前に、野崎氏の事故について Mr.Ringo に報告。遺憾の意と早期の回復を願う旨、同氏よ

りコメントをもらった。 

 
1. 財務関連 
 港の構造物（防波堤）の維持管理は、その費用負担も含め PAT の責任である。 
 Ministry of Public Enterprise は、PAT を含め、トンガの公社（State Owned Enterprise）

を管轄する役割を持つ。 
 MOI は、インフラに係る Policy、Planning、Regulation を定める役割を持つ。 
 港の基幹施設（防波堤、埠頭等）の所有者は MOI で PAT はその使用権限を有数する。 
 Ministry of Public Enterprise は PAT の株式保有者である。 

 
2. ターミナル関連 
 ターミナルのレイアウトや設計を説明。Ringo 氏が省内の専門家と確認するとのこと。 

（すでに Building Div.の Mr. Peni に説明済みと Mr. Ringo に伝えた。堀米） 
先週の週間会議で使用したＰＰＴの抜粋電子データを Ringo 氏に渡した。これは、大臣への

案件概要説明用資料として用いる。 
 浄化槽の排水基準については、Health Department または Kelala に確認するように。 
 耐震構造としては、0.2 Gまたは0.25 Gの基準を適用することを検討している。（Ringo氏は、

国内の Building Code を確認し、現在国としてどちらを採用しているのか、具体的な資料を

示すとした。堀米） 
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3. 環境関連 
 EIA のスケジュールを相互確認し、調査団が帰国する前に、Project Notification を環境局に

提出するようにする。 

 
4. その他 
 Ringo 氏は、10 月 1 日～4 日のいずれかの日から出張する予定。 
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Summary of 3rd weekly meeting 

 

Date/time: Sep. 26th, 9：00-10：00 

Place: MOI Mr.Ringo’s Office 

Participants: 

MOI: Mr. Ringo Fa’oliu, Mr. Esau Tupou, Ms. Kelela 

PAT: Mr. Iketau Kaufusi 

JICA Study Team: Mr. Muori, Mr. Iwama, Mr. Horigome, Mr. Matsura, Mr. Shiratori, Mr. Kobyashi, Mr. 

Sato 

 

5. Passenger terminal 

 The JICA team explained the ventilation system of the terminal. No objection was raised by Mr. Ringo 

and appreciated the energy efficient design of the ventilation system. 

 The JICA team explained that the capacity of the solar power system is still under consideration and 

will be dependent on available budget. The local energy supply may be required depending on the 

solar generation capacity.  

 The JICA team explained the design of the septic system and emphasized the importance of training 

the port staff regarding maintenance work. Ms. Kelela will check with the Health Department for any 

information (design standard etc.) regarding the septic system. 

 The JICA team explained that the blower and pump equipment of the septic system have a life span 

of around 10-15 years, hence will require regular replacement. 

 The JICA team explained that fixed furniture are currently not covered by the Project but may be 

included later depending on available budget. This will be subject to further discussions once the cost 

of the Project is estimated. The Memorandum of Discussion between JICA team and MOI will be 

amended accordingly. 

 

6. EIA 

 Mr. Ringo agreed to submit the Project Notification to MEC before the end of September and send to 

JICA and the JICA team a copy of the receipt.  

 The JICA team and Mr. Ringo agreed to the schedule of the public consultation, which is early 

November. Mr. Ringo agreed to prepare in advance for the public consultation meeting including 

sending invitation, arrangement of meeting hall, preparation of documents etc. 

 

 



トンガ国 国内輸送船用埠頭改善計画準備調査 
準備調査報告書 

A5-6 

7. Others 

 The JICA team submitted “Policy of Procurement and Construction Plan”. 

 The JICA team requested Mr. Ringo to provide record of past construction experience in Tonga, which 

is on 2 marine projects, Vuna Wharf and Faua Wharf construction projects. 

 The memorandum between MOI and JICA team will be signed at 9 am next Monday. 

 This third weekly meeting is the last meeting for the 1st site investigation in Tonga.  
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資料6 ：オトワンガオファ号利用客動向調査 

 今般の現地調査において、オトワンガオファ号を利用する乗客 160 名を対象に動向調査を実施

した。動向調査には次頁の質問状をトンガ語に訳して行った。 集計作業及び再英訳は現地調査

期間中に終了できなかったが、通訳によると同船を利用する旅客は、同じ航路をより安く運航す

る民間船より快適性を求めていることが分かった。 

また、新ターミナル建設に際する要望は、次に 3 点に集約されていることが判明した。 

 現在の乗船待ちは屋外・無舗装のため、砂埃が激しく新港内は舗装をしてほしい。 

 上に関連して、船待ちには屋内ターミナルビルが欲しい。 

 ターミナルにはレストランが欲しい。 
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動向調査 質問状（英語） 
 
 

Interview table for the passengers using Otouanga'ofa

I. Basic Information

1 Date; 2014 / September / 

2 Gender (put circle):    Male              Female age:

3 Traveling from                              to

II. Travel Information
Please reply to the items in the following (Put circle and tell us details if you choose " others"

4 What is your purpose to visit the island? 1. Business,   2. Family Business,  3. Vacation,   

4-1 If you choose 1, what kind of business? a: Farmer,  b: Tourism, c: Others (please tell us 
name of business:                                              )

4-2 If you choose 2, what kind of business? a: To go to Hospital  b: Affairs to visit Cut cherry    
c: To meet family or friend

d: Others (                                                               )

5 How often do you use boat? a. Per month,  b. Per week,  c. Per year
d: Others (                                                               )

6

7

8 Is there request to Otuanga'ofa?

9

Thank you for your cooperation.

JICA Study Team 
The Preparatory Survey
 for The Project for Upgrade of Wharf for Domestic Transport
in the Kingdom of Tonga

Question to person who can have a choice between Otouanga'ofa and Pulpaki.
Why did you choose Otouanga'ofa instead of Pulpaki ? Is there any request to Pulpaki?

Is there request to Nuku'alofa Port?
For example, Any request about car parking space? Or waiting building ? Restaurant?

How is your impression about fee of Otouanga'ofa?  Please make a choice from below four items.
a: Very expensive              b: expensive              c: reasonable             d: Cheap



資料7 ：公聴会議事録 
 次頁に公聴会議事録を添付する。
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Minutes of the Public Consultation Meeting of the Project for Upgrade of Wharf for 
Domestic Transport 

 

Date: November 6th, 2014 

Location: Saint Joseph Hall, Maufanga 

Starting time: 19:30 pm 

End time: 21:30 pm 

Participants: See Appendix 1 for the participant list 

 

1. Objective of the meeting 

The objective of the meeting was to inform and obtain opinions of the public about the proposed 
development of Nukualofa Port, its potential environmental impacts and mitigation measures. The 
stakeholders and public were invited by sending invitation letters. Appendix 2 is the list of invited 
stakeholders. The local community (Maufanga town and Fasimoeafi town) were also informed via the 
local town officer and announcement through public radio on November 4th, 5th and 6th.  

Over 30 people participated in the meeting including, local residents of Maufanga, shop owners, 
relevant government agencies and so on. Tonga TV also came to cover the meeting. 

 

2. Opening remarks 

Hon. Samiu Vaipulu, the Acting Prime Minister and Acting Minister of the Ministry of Infrastructure 
opened the meeting by welcoming the participants and explained briefly about the aim of the Project and 
today’s meeting. 

 

3. Remarks by the town officer of Maufanga 

The town officer of Maufanga explained that the people of Maufanga are well aware of the Project. 
While they were invited to today’s meeting, the town councilor explained that majority of them are not 
present today as they have no objection to the Project. 

 

4. Presentation 

Ms. Kelela Tonga, the Director of the Marine and Ports Division presented the Project in two parts. The 
first part focused on introducing the layout and design of the Project. The second part focused on 
explaining the potential environmental impacts and proposed mitigation measures of the Project. The 
presentation material is attached as Appendix 3. 

 

5. Q&A session 

After the presentation, a Q&A session was held, which is summarized in table below. While many 
questions and opinions were raised by the participants, once their concerns were answered, nobody 
expressed any objection towards the Project.  
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Summary of the Q&A session 
 Name/organization Question/opinion Answer 

1 Ms. Liz Sullivan, 
Maufanga resident and 
shop owner 

Have you considered other areas for the development 
of the new domestic wharf such as east side of Faua 
Wharf or the east side of Nukualofa port? 

The JICA team considered various options. The east side of Faua 
Wharf was considered unfeasible mainly due to lack of ship 
maneuvering space. The east side of the Nukualofa port is reserved for 
the Navy so that is also out of the option. In conclusion, development 
of the west side of Faua Wharf was considered the only feasible option. 
The west side of Faua Wharf is also in line with the Master Plan of 
PAT. 

Since the number of international ships that berth at 
Queen Salote Wharf is currently limited, why not use 
Queen Salote Wharf for the domestic ships? 

The port’s strategy is to use Queen Salote Wharf exclusively for 
international ships for security and safety reasons, as well as 
considering the expected future growth of international cargo including 
the possibility of developing the Queen Salote Wharf as a transit port. 

2 Ms. Siutiti Pousini, 
Maufanga resident 

What will be the benefits for the local residents? The policy of the Project is to employ local labor force as much as 
possible. 

3 Ms. Seketi Fuko, 
Maufanga resident and 
restaurant owner inside the 
port 

Interested in moving my restaurant to the passenger 
terminal. 

- 

How will the surface of the wharf be paved? The wharf will be paved by concrete, which will prevent dust 
dispersion. 

Would like to use the excess dredged material. The excess dredged material is planned to be used by the government 
for example for backfilling the sports field at the secondary school, 
which is candidate field of the Pacific Games. 

4 Mr. Taani, Fisheries 
council member 

Are the fishing vessels considered within this 
Project? 

The Project is considering only domestic ships. The marina at the Vuna 
wharf must be completed by PAT so that the yachts can move there 
and open-up more space inside the port for the fishing vessels.  

5 Mr. Teisina Fuko, 
Maufanga resident and 
owner of Fuko Fishing 

Will not the new port cause traffic congestion of 
Vuna Road, especially at the entrance? 

The traffic volume at Vuna Road is currently much below the road’s 
capacity, and the new port will not cause any significant increase in the 
traffic volume. However, proper traffic management will be required to 
avoid any unnecessary congestion.  

6 Ms. Daniela Orbassano How is the Project considering the environmental 
impacts? 

The Project is been conducted in compliance with Tonga’s 
environmental laws and JICA environmental guideline. The project has 
conducted a detailed environmental survey and will prepare a detailed 
EIA report. The EIA report is planned to be submitted to MEC at the 
end of this year, and will be available for public comment through 
MEC’s website. 
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6. Closing remarks

Hon. Samiu Vaipulu thanked the audience for participating in the meeting.  

7. Additional opinions from the participants

Additional opinions about the Project were collected by distributing an opinion form to the participants. 
There were no opinions that were opposed to the Project but many requested that environmental impacts 
to be minimized so to safeguard the local community. All the additional opinions are summarized in 
Appendix 4. 

8. Comments from JICA Study Team

No participants were opposed to the Project once their concerns were answered through the meeting. 
While participation from the Maufanga area was limited in number, it was explained by the Maufanga 
town officer and later by the Acting Minister of MOI that it was due to the fact that the invited residents 
had no objection to the Project.  

The meeting was organized by MOI despite limited experience in holding such consultation meeting. 
Since such consultation meeting may be required in future projects, the JICA Study Team will prepare a 
simple manual that explains step-by-step the required preparation for consultation meeting, which could 
be referred when planning future meetings. 
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Appendix 1  Participant list 
 Name Organization/Village 

1 John Sullivan A.J + E Ltd 
2 Liz Sullivan Davina House (Maufanga) 
3 Daniela Orbassano Water Front Lodge 
4 Alotaisi Takau Town officer of Maufanga 
5 Siosifa Latu - 
6 Fakatoulelei Kolomalu MLSNR 
7 'Elenoa Manukeu MOE 
8 Kepueli Fe'iloakitau Maufanga 
9 Taniela Fe'ao Toutai Havelu 
10 Seketi Fuko 12 seafood/Maufanga 
11 Teisina Fuko Fuko Fishing 
12 'Anasiu Falekaono TBC 
13 Samanda Ryder Teacher (A.T.I) 
14 Une Ngalu Teacher (A.T.I) 
15 Malini Teulilo Environment/Climate 
16 Vilingatoni Sikalu MEC 
17 'Isileli Faka'iloatonga MOH 
18 Lute Filimoehala National Fisheries Council 
19 'Aleki Mataele National Fisheries Council 
20 Andrew Niukapu Maufanga 
21 Fine Tohi Fangaloto 
22 Manu Mataele Mataika 
23 Visone Tangifua Maufanga 
24 Tu'ifua Sakisi Maufanga 
25 'Ofa Latu Tofoa 
26 Siutiti Pousini Maufanga 
27 Siola'a Malimali Fisheries Department 
28 Nunia Mone Fisheries Department 
29 'Aleki Mataele National Fisheries Council 
30 Tu'l Uata National Fisheries Council 
31 Iketau Kaufusi Ports Authority Tonga 
32 Lute Filimoehala Fisheries Council 
33 Taani Fisheries Council 
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Appendix 2  List of invited stakeholders 

 

1. CEO for Environment & Communication 

2. CEO for MAFFF 

3. CEO for Finance 

4. Police Commissioner 

5. Director for Health  

6. Director for Policy & Planning Division 

7. Director for Land Transport Division 

8. Director for Building Control Division 

9. Director for Environment 

10. Director for Fisheries 

11. CEO for Navy 

12. Manager, Port Authority Tonga 

13. Teisina Fuko 

14. Liz Sullivan 

15. Manager, TCC 

16. Manager, Water Front 

17. Manager, Tonga Broadcasting Commission 

18. Australian High Commissioner 

19. Manager, Total Company Ltd 

20. Manager, Pacific Energy 

21. CEO for Friendly Island Shipping Agency 

22. Manager, Uata Shipping Line 

23. Manager, South Seas Shipping 

24. Manager, Tofa Ramsay 

25. Manager, 'Eua Ferry Service 

26. Ma'ufanga Townofficer 

27. Fasimoeafi Seletil elected by Town Council 

28. People of Ma'ufanga  

29. People of Fasimoeafi  
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Appendix 3  Presentation material 
Part 1: 
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Part 2 
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Appendix 4  Additional opinions 

 The idea is good. The wharf looks internationally standardized. Hopefully the wharf will not affect
the livelihood of the people. (Tu’ifua Sakisi, Maufanga resident)

 The proposal is wonderful but hopefully this won’t have an impact on the western side of the island,
resulting from reclamation of the wharf. (Visone Tangifua, Maufanga resident)

 This is an important meeting for this is mostly relevant to our environment. (‘Ofa Latu, Tofoa)

 Very good meeting, good project for the economic development but we’ll see for the environment
just to make sure that it is not impacted on the environment and our communities are safe guarded.
(Lute Filimoehala, Fisheries council)

 A highly interesting presentation with great knowledge and enthusiasm. (Losilini Loto’ahea)

 I know that the Ministry (project) would need the dredged material for back filling. Asking if this
project dredged material can extent to people of Tukutonga, Patangata and Popua, of whom cannot
pay for gravel for back filling of their households. If you can consider the 12 Seafood Restaurant to
be included in the list for those Restaurants at the new Terminal. (Seketi Fuko, 12
seafood/Maufanga)

 Include everyone in getting to know about this project. Let the people know that the environmental
impacts indicated in the project study can be minimized or protected. The noise, the dust and the
waste water from the septic tank. (‘Isileli Faka’iloatonga, MOH)

 Thank you for involving us in this proposal/ plan for the development of the country. Work plan is
good. Not many people turned up to this public Consultation meeting? May be it’s the
communication method used? (Kennedy Penitani)

 Very much support the project. (Taniela Fe’ao, Toutai Havelu)

 The project is very good but we are hoping that fisheries sector would be considered in such
development (Lute Filimoehala, National Fisheries Council)

 Fishing is my livelihood, thanks for the development of new domestic wharf to get all domestic ships
out of the fishing vessels area and give us space. (Taani, National Fisheries Council)
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資料8 ：公聴会開催マニュアル 
次頁に公聴会開催マニュアルを添付する
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Manual for the preparation of public consultation meeting 
(prepared by JICA Study Team) 

1. Introduction

Public consultation is an essential process required under Tonga’s EIA Regulation (2010) as well 

as JICA’s environmental guideline (Guidelines for Environmental and Social Considerations 2010). 

This manual explains the necessary steps typically required for the preparation of public consultation 

meeting.  

2. Procedures

Step 1: Identification of stakeholders 

A wide range of stakeholders should be invited by considering the project’s location, scale, 

impacts and so on. Stakeholders typically consist among others the following: 

 Project affected people (e.g. local residents, farmers, fishermen)

 Local commercial and industrial enterprises (e.g. hotels, restaurants)

 Local government authorities

 Representative of local council

 NGOs

 Media

Step 2: Selection of meeting hall 

Once the stakeholders are identified select a suitable meeting hall, which should be located in area 

convenient for the stakeholders. Also consider whether the hall has sufficient space and facilities (e.g. 

chairs, table, power source). If the presentation is by Power Point, make sure that the hall can be 

darkened for clear view of the presentation material. 

Step 3: Setting of date and time of the meeting 

The date and time of the meeting should be set by considering the most suitable time for the 

stakeholders so to enable maximum participation.  

Step 4: Announcement to the public 

Once the location and date are determined, announce to the public about the meeting through a 

combination of methods so that the information is disseminated thoroughly to the public, by for 

example through letters, posters, media, church service, notice board, local council and so on. 

Announcement should be made at least 1-2 weeks prior to the meeting, which should include the 

following information: 
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 Objective of the meeting

 Agenda of the meeting

 Location, date and time of the meeting

Step 5: Staff assignment 

Assign the staff for the following roles typically required for public consultation meeting. 

 Master of ceremony

 Opening and closing remarks

 Presenter of the Project

 Note taker

 Assistant (at least 2-3 people)

Step 6: Preparation of presentation materials 

Presentation materials should be prepared in a manner that is understandable for the general public 

by using graphics as much as possible.  

Step 7: Preparation of equipment and materials 

Following are equipment and materials typically required for the meeting: 

[Equipment] 

 Projector and projection screen

 Extension cable

 PC

 Pointer

 Microphone and speaker

 Camera

[Material] 

 Copy of meeting agenda and presentation material (should be distributed to the participants

during registration)

 Registration sheet (see Appendix 1 for sample)

 Opinion sheet (see Appendix 2 for sample)
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3. Time frame

The following table shows the time typically required for the preparation of public consultation 

meeting. 

Further reading: 

International Finance Corporation (IFC), Doing Better Business Through Effective Public 

Consultation and Disclosure – A Good Practice Manual  

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

Step 1: Identification of stakeholders

Step 2: Selection of meeting hall

Step 3: Setting of date and time of meeting

Step 4: Announcement to the public

Step 5: Staff assignment

Step 6: Preparation of presentation materials

Step 7: Preparation of equipment and materials

Date of public consultation

Days
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Appendix 1  Sample registration sheet 

No. Name Organization/village Contact (Email, Tel.)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19
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Appendix 2  Sample opinion sheet 

Please fill in your opinion about today’s meeting 

Name:
Name of organization:
Occupation/position:
Contact (email, phone, etc.): 

Contact point: 

Name:  

Email:  
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資料9 ：土質柱状図 
 次頁に土質柱状図を添付する 
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